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ＡＰＥＣ「女性と経済サミット」におけるクリントン国務長官講演 
2011 年 9 月 16 日 

（内閣府仮訳） 

 

おはようございます。おはようございます。（拍手） 

みなさん、おはようございます。ありがとうございます。どうもありがとうございます。本日、みなさんにお会いできて

光栄です。この会議について報告を受けていましたが、本日、参加できたこと、そして、この「女性と経済サミット」

における私たちの重要な取り組みについてお話できること嬉しく思います。 

話を始める前に、遅れていることをお詫びしたいと思います。本当にたくさんの方々が来てくださっています。海外

から外交の要人を迎えて開催されるこのサンフランスシスコ会議は、国連設立以来、最大の規模です（拍手）。で

すから、全員が入室するまで、少し時間がかかって遅れています。まだ外にいる方々もいますので、入れるといい

のですが。私の講演を始める前に、特別ゲストを何人かみなさんに紹介したいと思います。二人の下院議員、ゾー

イ・ロフグレン氏とジャッキー・シュパイアー氏です。ご参加いただき、感謝します（拍手）。 

二人の高名な市長もいらっしゃいます。エドウイン・リー市長と、夫人のアニタさんが、ご当地サンフランシスコから

参加してくださいました。リー市長、どうぞ（拍手）。そして、オークランドから、ドジーン・クアン市長も来てくださいま

した。ご参加、ありがとうございます（拍手）。そして、個人的なことになりますが、シャルロッテ・シュルツ前儀典長

にも、感謝したいと思います（拍手）。 

本サミットは終わりに近づきました。ここで我々は、APEC 史上初めて、APEC とその各参加エコノミーとして、女性

の資本へのアクセス及び市場へのアクセス向上、女性の能力と技能の形成、官民両部門における女性リーダー

シップの育成支援に取り組むことを確認する宣言を採択します。実は、サンフランシスコは、この宣言が採択され

るにふさわしい場所です。なぜなら、国連憲章が、66 年前に、ここから 1 マイルの所にあるハーベスト・シアターで

署名されたからです。実際のところ、みなさんは、APEC サミットでその重要な出来事をお祝いするため、また、新

たな歴史が作られることの証人となるために、ここサンフランシスコに集まったのです。なぜなら、サンフランシスコ

は経済の議論をするのに相応しい場所であり、同時に、サンフランシスコは、受容的で、全ての人に機会が与えら

れることで有名な場所だからです。米国と米国民を代表して、みなさんと、みなさんの国を心から歓迎します。そし

て、みなさんがここに参加して、我々と共に重大な使命を担ってくださることを感謝します。 

本サミットのオブザーバーの方々や報道関係の方々は、あるいは、我々参加当事者も、我々の主目的が、女性の

権利の前進と、女性のための正義と平等の実現であると考えているかも知れません。確かにそれは崇高な目的で

はあって、私にとっても重要なことです。しかしながら、最初は少々挑戦的すぎると思われるかもしれませんが、

我々の目的はもっと壮大なもので、女性だけでなく全人類を対象としたものであるべきだと私は考えます。この 21

世紀の初頭に我々が直面する大きな課題は、いかに、経済を成長させて、全ての国々の全ての人々が繁栄を共

有できるようにするかということです。一人ひとりの市民が、老若男女等しく、仕事を見つけ、お金を貯蓄・消費し、
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事業を行って、究極的には、神様が各自に与えてくださる人生の幸福を得る機会を、我々は拡大して行きたいので

す。 

これは口で言うのは簡単でシンプルなビジョンです。しかしながら、それを実現し、我々が求める経済成長を達成

するためには、成長に不可欠で、将来に渡って我々のエコノミーに力を与える原動力を解放する必要があります。

その成長に不可欠な原動力は、女性です。世界各地で経済モデルに軋みが生じている状況にあって、女性労働

力を阻害する壁の存続を許すことはできません。なぜなら、女性の経済参加を拡大し、女性の効率と生産性を高

めることによって、我々のエコノミーの競争力と成長に非常に大きな好影響がもたらされるからです。そして、全て

の人がそれぞれの国の経済活動に参加する機会を得ることで、我々はもっと豊かになることができます。より多く

の人々が世界GDPの成長に貢献できるのです。ハイチやパプアニューギニアなどの諸エコノミーで生産性が上が

れば、先進国と途上国間の格差は大幅に縮小するでしょう。 

しかしながら、世界を変える夢は、表面的な改良では実現できません。また、率直に言えば、ここにいる我々が、そ

れぞれ単独で取り組んでも実現は困難でしょう。夢の実現には、それとは反対に、抜本的な改革が必要で、政府

の法律、政策の策定と実施のあり方、事業投資と経営のあり方、人々の市場での選択のあり方にパラダイムシフ

トが起きなければなりません。 

今後、我々の取り組みがもたらす変化は、私の考えでは、これまで歴史の中で起こった大きな変化とは異なる性

格を持っています。19 世紀には、多くの国々が農業経済から産業経済に移行し始めしました。その後、その時代

における発明と大量生産が、20 世紀の情報化時代と知識経済を生み、かつてないほどの技術革新と繁栄をもた

らしました。 

この 21 世紀の初めに、情報が境界線を越え、農民が携帯電話に依存し、遠く離れた村の子供が遠隔地学習をす

ることができるようになって、我々は「参加の時代」に入ったと、私は思います。この新時代には、全ての個人が、

性別やその他の属性に関係なく、世界市場の一員となって貢献することができるのです。 

一部の APEC エコノミーでは、この変化が長期間続いています。最近変化が起こり始めたエコノミーもあります。し

かし、全体として、進歩は遅すぎますし、ばらばらです。ただ、経済活動に携わる女性の数が増えて、女性の能力

や技術が活かされる場が拡大したことによって、あらゆる地域で大きな成長がもたらされたことは、疑う余地があり

ません。シフトを効率的かつ迅速に実現しているエコノミーのパフォーマンスは、そうでないエコノミーよりも、格段

に秀でています。 

ですから、もし我々がこの取り組みに真剣になり、女性が労働に参加することにおいて、同時に、女性の参加のあ

り方についても、本当に平等を勝ち取りたいならば、女性にとって不利な構造的、社会的障害を取り除かなければ

なりません。私がこれを推進したいのは、それが正しいからという理由ではありません。もちろんそれは正しいこと

ではありますが、我々の子供たちや、我々の国のために必要だという理由で、推し進めたいのです。女性が台頭

すれば、家族や国の富が増えるからです。 
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私の夫はよく、全ての人に参加を呼び掛けるとき、「一人として無用な人はいない」と言います。これは正しいと思

います。我々がこの時代の重大な課題に取り組み、全ての国々で、組織的に、懸命に経済機会を拡大しようとして

いるときに、一人として無用な人はいませんし、無用な性があって良いはずがないのです。 

それでは事実関係を見てみましょう。女性の潜在能力解放と、経済活動への完全参画を各国で推進するためには、

まず、女性がいかに成長を促進させているかを究明することから始まります。APEC の参加 21 エコノミーは、世界

で最もダイナミックな成長を遂げている地域の一つです。参加 21 エコノミー全体で世界経済生産の半分以上を占

めており、APEC エコノミーの 60％以上の女性が正規の労働者です。女性たちは、店舗を開設したり、事業運営

や穀物の収穫、電子製品の組み立て、ソフトウェアのデザインなどの仕事をしたりしています。 

エコノミスト誌は、過去 10 年間の、先進国で女性雇用が増加したことによる世界経済成長への貢献度は、中国よ

りも高かったと指摘しています。女性の貢献度は非常に高かったのです。また、マッキンゼーの調査によると、米

国において、過去 20 年間で、全就労に占める女性の割合が 37％から 48％まで増加しており、価値ベースでは、

女性はそれを遥かに上回る貢献をしています。 

このように労働市場に占める女性全体の割合が漸増したことによる生産性上昇の効果は、現在の米国の GDP の

約 4 分の 1、金額に換算すると 3.5.兆ドル強になります。これは、ドイツの GDP 以上、中国と日本の GDP の半分

以上に匹敵します。 

女性が貢献することは明らかです。そうだとすると、何が問題でしょうか。女性が既に経済成長に寄与しているの

なら、我々は、なぜ考え方を大きく変える必要があるのでしょうか。市場や政策を大幅に修正しなければならない

のでしょうか。そして、なぜ、このサミットで宣言を発表する必要があるのでしょうか。なぜなら、進歩したという事実

があっても、それが成功であったとは言えないからです。そして、女性の経済活動参加の進歩の度合いは、エコノ

ミーによって大きく異なるからです。法律、慣習、女性についての価値観が完全参画の妨げになっているのです。 

米国においても、APEC 地域の諸エコノミーにおいても、何百万人もの女性が、依然として主流から外れたところ

におり、正規の労働力として意味のある職務に就けないでいます。正規の労働力になれた女性の一部は、露骨な

差別でキャリア階段の下部に留められており、法的、社会的制約が彼女らを取り囲み、女性の可能性を制限して

います。また、女性が上級職に就くのを妨げるガラスの天井が存在しています。 

フォーチュン 500 企業の CEO の中で女性はたった 11 人に過ぎません。3％未満です。APEC の一部の地域では

女性には男性と同等の相続権がありません。ですから、女性は父親の資産や事業を相続できないのです。子供た

ちに市民権を与えることができない人たちもいて、その家族が家を持ったり教育を受けたりすることは難しく、居住

許可を常に更新しなければならないため、就労するのが困難です。男性より多く課税される女性たちもいます。ま

た、融資を受けらないケース、銀行口座の開設や契約書の署名、資産の購入や会社の設立、訴訟行為が、男性

保護者の同意がない場合、禁止されているケースなどが、残念ながら多くあります。子供を持つ前に男性と同等

の収入があっても、持った後には女性の収入が減るケースもあります。シングルマザーの場合は、収入はさらに少

なくなります。 
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これらの障壁や制約は、あるものは制度上のもの、あるものは実質的なものですが、いずれも、女性の経済活動

への完全参加能力や、被雇用者としてあるいは起業家として家計を支える能力を阻害しています。もちろん、これ

らの障壁は、このアジア太平洋地域だけのものではありません。これに類したものは他の地域にも見られます。し

かしながら、この地域の経済活動は世界で最も活発ですから、ここで行うことは世界の他の地域にも影響を与える

のです。 

一部の障壁は、新しい現実の経済を反映することや、公正の概念に基づいて見直されることのないまま、昔から

変わらず残っているものです。家計を支えるために男性がより高い報酬を得るという経済秩序を温存しようという

動きもあります。女性にとって危険、あるいは不健全であると見なされる労働から女性を守る必要があるという文

化的思考がなかなか消えない状況もあります。 

実のところ、危険なのは、強い社会を作るために必要とされる経済成長のレベルを、我々自身が認めないことです。

また、不健全なことは、女性が成長にフルに貢献できる機会を与えないことです。それは、全ての人々、とりわけ家

族が豊かさを享受する機会を与えないことだからです。 

ここで考えなくてはいけないことは、何もしなくても、経済秩序がそのまま続くことはないということです。今の経済

秩序は、経済政策立案者や政治指導者、企業経営者らによる、無数の、大小様々な意思決定の積み重ねによっ

て、構築・再構築されたものなのです。したがって、女性の機会が改善されるのを望むなら、我々は、健全な女性

に特有の制約を与えている諸課題にきちんと対応する経済政策を打ち出すことから始めなければなりません。そ

の理由はこうです。ゴールドマン・サックスは、女性労働参加の障壁を取り除くことが、米国のGDPを 9％成長させ

るというレポートを発表しています。我々の国にも障害が依然として残っていることを認めます。ユーロ圏では成長

は 13％が見込まれますが、その実現が必要でしょう。そして、日本では 16％の見込みです。ジェンダーギャップを

縮小して女性の可能性を解放することによって、中国、ロシア、インドネシア、フィリピン、ベトナム、韓国などを含

む、いくつかの APEC エコノミーにおいて、一人当たり国民所得が 2020 年までに 14％伸びると予測されます。 

もちろん、収入の増加は消費の増加を意味します。そして、それ自体で成長が促進されるのです。ここでも女性の

貢献が大きいのです。ボストンコンサルティンググル―プの調査で、2014 年までに、世界消費の内 15 兆ドルを女

性がコントロールするようになるという結果が出ています。そして、2028 年までには、世界消費の約 3 分の 2 を女

性が支配するようになる見込みです。 

データをもう少し深く掘り下げてみると、女性による消費の質と、女性による貯蓄の額の両面で好ましい影響があ

ることが分かります。その理由は、複数の研究によって、女性は自分が得た収入の比較的多くの部分を、食糧、健

康管理、住宅改修、自分や子供の学習・教育のために使うことが明らかになっているからです。つまり、女性は再

投資するということです。このような消費のあり方は、乗数効果があり、より多くの雇用を生み、地域経済の多様化

をもたらすのです。そして、それが、市民の教育と健康の向上につながり、市場が低迷したときのクッションとなる

のです。 



5 
 

また、同じ研究から、女性の方が男性よりも貯蓄傾向が強いことが分かりました。このデータに驚かれた女性は誰

かいらっしゃいますか（笑い）。準工業国 20 ヶ国で行った調査によると、女性が得た収入が家計に占める割合が１

パーセントポイント増えると、家計貯蓄が約15ベーシス・ポイント増えます。そして、貯蓄率が高くなると、税基盤が

拡大します。 

企業の投資、営業、採用活動において、女性をより効果的に取り込むことで得られる、生産性やコーポレートガバ

ナンス面での利益もあります。マッキンゼーの調査で、新興市場で女性をエンパワーするための投資を行ったこと

で利益が上昇したと、経営幹部の 3 分の１が答えています。また、企業のリーダーシップにおけるジェンダー多様

化の度合いが高いことと、組織パフォーマンスとの間に強い相関関係があることを示す研究結果もあります。世界

銀行は、女性労働者や女性管理職に対する差別を取り除くことによって、管理職は労働者一人当たりの生産性を

大きく改善し、25％ないし 40％上昇させることができるとの調査結果を発表しています。多くの国において、いくつ

かの部門で女性労働の障害となっている壁を減らすことで、男性労働者と女性労働者の生産性格差を、3 分の１

ないし 50％、縮小することができます。 

これらの改善が得られるのは、障壁を取り除くことで、女性が効率的に配備されて、才能や技術が活かされるよう

になるからです。グローバル化が進んだ今日において、このことは、競争優位を確保するために益々重要になって

います。これらの事柄の全てが、「経済活動における女性の可能性を解放することで、我々の地域や国々、ひいて

は世界における経済パフォーマンスが向上する」という私の最も主張したいことを、浮き彫りにしています。 

我々のエコノミーの農業部門を例にとって、私の言わんとすることを説明してみましょう。我々は女性が、世界の農

業部門の成長で重要な役割を担っていることを知っています。農業は経済成長の力強い原動力であり、そのこと

は中国やインドの目を見張る発展を見れば明らかです。いくつかの APEC エコノミーでは、女性が農業労働力の

ほぼ半分を占めています。また、女性は、作物の種植え、家畜の世話から、収穫や市場における販売まで、また

貯蔵から食するための支度に至るまで、農業産業チェーンの繋がりの全部を支えています。 

しかし、現在の農業における女性の役割は、彼女らがあらゆる部分の労働に従事しているにも拘らず、それぞれ

の分野におけるその働きは誇らしいものではありません。女性農民は男性農民と比べて、最大 30％生産性が低

い状況ですが、それは女性の働きが少ないからでも、献身度が低いからでもありません。理由はリソースへのアク

セスに制約があり、男性と比べて、肥料や道具・機器の利用が限られ、得られる種の質が低いからです。また、訓

練を受ける機会や、与えられた土地も少ないからです。それに加えて、家事の殆どをしなければならないので、就

業時間が男性より遥かに少ないのです。活用可能なリソースの格差が縮小し、リソースが平等に、また、願わくは

効率的に配分されるようになれば、農業の生産性は男女間で均等になります。それは好ましいことです。たとえば

ネパールでは、相続権の事情で、女性の土地保有が男性と比べて多く、深刻な体重不足の子供は少ないのです。 

今、我々の前に、発展途上エコノミーの成長を促進し、同時に、世界に食糧をより多く、より安価に供給する機会が

与えられています。途上国の女性を制約しているリソース格差を埋めれば、毎年、新たに世界中 1 億 5 千万人に
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食糧を供給することができるようになります。これは、国連食糧農業機関、FAO の試算です。それに加えて、家計

収入が上昇し、市場が効率化され農産物取引が増加するという効果もあります。 

女性の起業家精神は旺盛ですから、これと同じような影響は、我々のエコノミーの他の部門でも見ることができる

でしょう。インドネシアの 50 万社以上、韓国の 40 万社近くの企業は女性によって所有されています。中国の小規

模企業の 20％は女性が経営しています。アジア全体で、この地域の経済離陸で重要な役割を果たした軽工業部

門の中で女性は圧倒的な位置を占めてきました。これからもそれは変わらないでしょう。女性が所有する企業は米

国の全雇用の 16％を提供していますが、エコノミストたちは、これらの女性所有企業が、今後 7年間に見込まれる

新しい雇用の 3 分の 1 近くを創出すると予想しています。 

これらの事実を目の前にすると、世界経済フォーラムのグローバル・ジェンダーギャップ・レポートにおいて、ジェン

ダーギャップと経済生産性の間の強い相関関係、つまり、前者が小さければ小さいほど、後者が高くなるということ

が指摘されていることは、さほど不思議なことではありません。世界経済フォーラムの会長であるクラウス・シュワ

ブは、「国が成長し、繁栄することを望むなら、少女を含む女性は、平等に扱われなければならない」と結論付けて

います。我々が、今日、これから採択する宣言によって、女性の労働者、起業家、ビジネスリーダーとしての潜在

能力を解き放って、ジェンダーギャップ縮小を埋めていくことができるのです。 

本宣言の掲げる目標は非常に具体的です。我々は強い決意をもって、女性の資本へのアクセスを可能するよう働

きかけ、それによって、女性起業家がアイデアを活かして中小規模の企業を起こし、成長や雇用拡大に貢献でき

るようにします。我々は、法的規制、制度を見直して改革し、女性が全ての金融サービスを利用できるようにするこ

とを要請します。そして、そのような改革を実施することにより、女性がビジネスキャリアを築くに上で子供たちの幸

福・満足を犠牲にしなくてもよくなります。 

我々は、女性の市場へのアクセスを向上し、起業した人たちが経営を維持できるように支援しなければなりません。

たとえば、「情報の非対称性」と呼ばれる問題を是正する必要があります。情報の非対称性というのは、女性が得

られるはずのビジネス情報や技術的支援情報などを得ていないという問題です。これは、農業部門のところでお話

ししたことと同じです。 

我々が多くのこの種の取り組みのモデルとして活用している国務省の 2 つのプログラムがあります。「繁栄への道

（Pathways to Prosperity）」と呼ばれるプログラムは、南北アメリカの 15 ヶ国の政策立案者たちと民間部門のリー

ダーたちを連携させるものです。目的は、小規模な事業を営む企業所有者、農業従事者、職人の、国内事業の拡

大、及び域内貿易取引を通した事業拡大の両方を支援することです。そして、「アフリカ女性企業家プログラム

（African Women’s Entrepreneurship Program）」はアフリカ成長機会法（African Growth and Opportunity Act: 

AGOA）適用対象国の女性に AGOA の提供物に関連した情報や道具・機器を利用するよう働きかけるものです。 

そして最後は、公共部門と民間部門の両方で、女性のリーダーシップの育成に取り組まなければなりません。それ

は、彼女らがこれらの課題について、体験から直接得た知識と理解力を有するからです。彼女らの視点は、障害
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を取り除いて、女性があらゆる部門の経済活動に参加できるようにするための政策やプログラムを立案する際に、

貴重な貢献をするからです。 

これらの目標の達成に既に向かって大きな進歩を遂げている企業がいつくかあります。ゴールドマン・サックスは、

「１万人の女性（Ten Thousand Women）」プログラムを通して、途上国エコノミーの次世代女性ビジネスリーダー

の教育を実施しています。また、コカ・コーラは、「20 年 500 万（Five by Twenty」」キャンペーンで、2020 年までに

世界中で 500万人の女性起業家を支援することを目指しています。そして、丁度今週、ウォルマートがその購買力

を活かして女性起業家を支援することを発表しました。同社は 2016 年までに、女性が所有する企業からの購買を

世界中で倍増させて200億ドルにする予定です（拍手）。また、ウォルマートは、女性が職業技能を向上させるのを

サポートするために 1 億ドル投資する計画です。この計画の対象には、ウォルマートに作物や製品を納入している

海外の女性農業従事者や女性工場労働者が含まれています。 

これらのプログラムはまだ始まりであって、このような企業の女性への投資のあり方の変化は、世界中で永続的な

ものとならなければなりません。 

私は、いわゆる「参加の時代」を到来させることは簡単だとは思っていません。法律を改正するためには政治的な

意志が必要です。文化や行動様式を変えるためには社会的意志が必要です。これら全てにおいて、政府、市民社

会、及び、民間部門のリーダーシップが必要です。もっと多くの女性を経済活動に参加してもらい、女性の生産性

を向上させるために、国が積極的な構造改革を推進したとしても、必ずしも期待した結果が得られるとは限りませ

ん。ですから、我々は継続的に関わっていかなければなりません。我々の長期計画を達成するには持続性が要求

されます。 

経済秩序を変えるのは難しいかも知れません。そして、政治戦略は、それがどれほど優れたものであっても限界

があります。ですから、我々全員が、ただ障害を取り除くのではなく、その後に、積極的な投資をして、関わりを持

ち続ける決断をしなければなりません。今日ここにいらっしゃるみなさんはAPEC地域のリーダーです。みなさんご

自身が、ここに来る決断をされたのです。みなさん自らが、女性と経済の問題を考える決心をし、そして、このサミ

ットからメッセージが発信され、そのメッセージは APEC 地域全体に波及的に広がっていくのです。そして、リーダ

ーと市民たちは、少女が学校に留まり、技術を身に付けることを奨励し、可能にするために必要な、数多くの様々

な意思決定や決断をするのです。そして、自分と子供のために一生懸命働いて糧を得ようとしている女性に融資

することの意味を、銀行が理解できるようにするために、我々が関わり続けるのです。そして、それが出来たとき、

女性の「参加の時代」の到来に大きな貢献をすることになるのです。 

この他にも我々が関わるべき分野はたくさんあります。医療研究費は男性のためと女性のために同等に使われる

ようにする必要があります。また、税制が、女性に対して、意図的に、あるいは意図したものでなくても、差別的に

ならないようにしなければなりません。さらに、女性に平等に機会が与えられ、社会において生産的で貢献できる

生活を送れるようにすべきです。 
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ただし、我々が行っていることは、我々が求めている成果を生み出していませんから、この時期に、スケールが大

きく大胆なアイデアを考え出すことが必要だと私は思います。女性が仕事に就くことができ、家庭や地域、さらには

国の経済的資産にアクセスできるようになると、そこに刺激的、波及的な効果が生まれます。多くの人がここから

たくさんの様々な成果を生み出すことを期待しますが、我々の目標を決めるときは、少し控えめでありたいと思い

ます。もちろん、世界中で食糧事情が向上し、教育機会が充実し、家計が安定する家庭が増えること、そして、社

会全体がその恩恵に預かることは間違いないと思います。 

しかし、もし、我々が強い意志をもってそれを実現するための努力をしないなら、我々の宣言は意味のないものに

なってしまします。もし、人々が将来このサミットを振り返って、「あのサンフランシスコ会議にアジア太平洋地域の

要人が集まって、それまで議論されていなかったことが初めて語られた」、「彼らは、女性の参加を進めるべきだ、

それは正しいことだ、言うだけではなかった。彼らはよく話し合って、宣言を採択し、関係地域の全ての人々の利益

のために、障害克服に全力を尽くすことを誓った」と言うならば、私は、この会議は歴史書に記される出来事になる

と思います。 

そして、我々は進捗状況をチェックして、我々が重きを置くところで成果を上げていることを確認する必要がありま

す。自分たちの人生でこれを行っていますが、我々の全ての国や地域においても同じことをするのは重要なことで

す。サミットが終わって、我々がこの地を離れ、自国の政府、あるいは企業に戻って、いかに雇用環境を改善する

か、国の債務を減らすか、お互いの国の間で貿易を拡大するかなど、様々な課題に取り組みます。その取り組み

の中で、いつも念頭に置くべきことは、その課題で成果を上げるために女性がいかに貢献できるようにするために、

我々がさらに何ができるかということです。もし、我々がそれを実践するならば、我々は前進すると私は確信してい

ます。そして、我々は、何をすべきかを提起することで先頭に立つだけでなく、いかに進歩しているかを確認し、対

処することで先頭に立つことになるはずです。 

みなさんが、このサンフランシスコに集まってくださったことを感謝します。我々はこれから長い道のりを共に進む

のです。私が目の前に見ているのは、APEC 地域の各国を代表して集まってくださった仲間・友人です。みなさん

の国は過去 50 年をかけて驚くべき進歩を遂げました。過去 30 年でも目覚ましい発展がありました。これからも時

間がかかると思います。我々が協力することも必要でしょう。しかし、もし、我々が、この「参加の時代」の実現を求

め、女性の経済的可能性を解放して活用するならば、我々の将来はこれまでとは異なる、明るいものになると確信

しています。 

2011 年 9 月 16 日、私は、米国の代表として、ここサンフランシスコにおいて、まさにこれから始まろうとしているこ

との、歴史的証人となることができることを光栄に思います。全ての人々のための輝かしい将来がここから始まり

ます。ありがとうございました（拍手）。 
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Good morning. Good morning. (Applause.)  

Good morning everyone. Thank you. Thank you so much. Oh, it is absolutely a 

pleasure to see all of you here today and I’ve been getting reports about the 

conference, and I am so excited to join you today to talk about what we are 

focused on here at this Summit on Women and the Economy. 

Before I begin, I want to apologize for the delay but there were so many people 

who showed up, and because this is the largest gathering of distinguished 

foreign diplomats in San Francisco, since the founding of the United Nations – 

(applause) – there was a little more of a delay in getting everyone in, and there 

are still people outside we hope will be able to get in. Before I begin my remarks, 

let me recognize a few of our special guests here. We have two members of 

Congress, Zoe Lofgren and Jackie Speier. Thank you very much for being with 

us. (Applause.) 

And we have two distinguished mayors. I want to welcome Mayor Edwin Lee 

and his wife Anita from right here in San Francisco. Mayor Lee? (Applause.) And 

Mayor Jean Quan from Oakland. Thank you for being here. (Applause.) And on 

a personal note I want to acknowledge a wonderful and former chief of protocol, 

Charlotte Shultz. Thank you, Charlotte. (Applause.) 

Now as this summit comes to a close, we will adopt a declaration for the first 

time in APEC’s history that will affirm this organization’s and each member 

economy’s commitment to improving women’s access to capital and markets, to 
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building women’s capacities and skills, and to supporting the rise of women 

leaders in both the public and private sectors. And it is fitting that this declaration 

would be adopted here in San Francisco because it was just one mile from here, 

in the Herbst Theater, where the United Nations Charter was signed 66 years 

ago. In fact, the APEC Summit, which brings you all here is a celebration of that 

important occasion and a recognition that history is made right here in San 

Francisco. Because San Francisco is an appropriate venue for this economic 

discussion. Because this is a community that is renowned for its spirit of 

inclusion and opportunity for all. So on behalf of the United States and our 

people I give each of you, and you nations, my heartiest welcome and my 

heartfelt thanks for being here and undertaking this great mission with us. 

Now there will be a temptation on the part of those observing or covering this 

summit, perhaps on the part of those of us attending it as well, to say that our 

purpose is chiefly to advance the rights of women, to achieve justice and 

equality on women’s behalf. And that is, of course, a noble cause to be sure and 

one that is very close to my heart. But at the risk of being somewhat provocative 

at the outset, I believe our goal is even bolder, one that extends beyond women 

to all humankind. The big challenge we face in these early years of 21st century 

is how to grow our economies and ensure shared prosperity for all nations and 

all people. We want to give every one of our citizens, men and women alike, 

young and old alike, greater opportunity to find work, to save and spend money, 

to pursue happiness ultimately to live up to their own God-given potentials. 

That is a clear and simple vision to state. But to make it real, to achieve the 

economic expansion we all seek, we need to unlock a vital source of growth that 

can power our economies in the decades to come. And that vital source of 

growth is women. With economic models straining in every corner of the world, 

none of us can afford to perpetuate the barriers facing women in the workforce. 

Because by increasing women’s participation in the economy and enhancing 

their efficiency and productivity, we can bring about a dramatic impact on the 

competitiveness and growth of our economies. Because when everyone has a 

chance to participate in the economic life of a nation, we can all be richer. More 

of us can contribute to the global GDP. And the gap between the developed and 

the developing countries would narrow significantly as productivity rises in 

economies from Haiti to Papua New Guinea. 
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But that great, global dream cannot be realized by tinkering around the edges of 

reform. Nor, candidly, can it be secured though any singular commitment on the 

part of us here. It requires, rather, a fundamental transformation, a paradigm 

shift in how governments make and enforce laws and policies, how businesses 

invest and operate, how people make choices in the marketplace. 

The transformational nature of this undertaking that lies ahead is, in my view, not 

unlike other momentous shifts in the economic history of our world. In the 19th 

century, many nations began moving from an agricultural to an industrial 

economy. Then the inventions and mass productions of that era gave rise in the 

20th century to the information age and the knowledge economy, with an 

unprecedented rise in innovation and prosperity. 

 

As information transcends borders and creates opportunities for farmers to bank 

on mobile phones and children in distant villages to learn remotely, I believe that 

here, at the beginning of the 21st century, we are entering the participation age, 

where every individual, regardless of gender or other characteristics, is poised to 

be a contributing and valued member of the global marketplace. 

 

In some APEC economies, this transformation has been underway for quite 

awhile now. In others, it has begun more recently. But in all, progress has been 

too slow and too uneven. But there is no doubt that the increasing numbers of 

women in the economy and the rising productivity gains from improving the 

distribution of their talents and skills has helped fuel significant growth 

everywhere. And economies that are making the shift more effectively and 

rapidly are dramatically outperforming those that have not. 

So if we are serious about this undertaking, if we really want to achieve parity for 

women in the workforce, both that they participate and how they participate, then 

we must remove structural and social impediments that stack the deck against 

them. Now, I don’t urge this because it is the right thing to do, though I believe 

that it is, but for the sake of our children and our nations, it is necessary to do. 

Because a rising tide of women in an economy raises the fortunes of families 

and nations. 
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Now, my husband often says, in making the argument that everyone should be 

involved, that we don’t have a person to waste. I think that’s true. When it comes 

to the enormous challenge of our time, to systematically and relentlessly pursue 

more economic opportunity in all of our lands, we don’t have a person to waste, 

and we certainly don’t have a gender to waste either. 

So let’s look at the evidence. The case for unlocking the potential of women and 

including them more fully in the economic life of our nations begins with the 

accounting of how women already are driving growth. The 21 economies of 

APEC are among the most dynamic in the world. Together, we represent more 

than half of total economic global output, and more than 60 percent of women in 

the APEC economies are part of our formal workforces. They’re opening stores, 

they’re running businesses, they’re harvesting crops, they’re assembling 

electronics, and designing software. 

The Economist points out that the increase in employment of women in 

developed countries during the past decade has added more to global growth 

than China has, and that’s a lot. And in the United States, a McKinsey study 

found that women went from holding 37 percent of all jobs to nearly 48 percent 

over the past 40 years, and that in sheer value terms, these women have 

punched well above their weight. 

 

The productivity gains attributable to this modest increase in women’s overall 

share of the labor market accounts for approximately one-quarter of the current 

U.S. GDP. That works out to more than three and a half trillion dollars, more than 

the GDP of Germany and more than half the GDPs of both China and Japan. 

So the promise is clear. What then is the problem? If women are already making 

such contributions to economic growth, why do we need a major realignment in 

our thinking, our markets, and our policies? Why do we need to issue a 

declaration from this summit? Well, because evidence of progress is not 

evidence of success, and to be sure, the rate of progress for women in the 

economies of our region varies widely. Laws, customs, and the values that fuel 

them provide roadblocks to full inclusion. 



5 
 

In the United States and in every economy in APEC, millions of women are still 

sidelined, unable to find a meaningful place for themselves in the formal 

workforce. And some of those who get to enter the workforce are really confined 

by very clear signals to a lower rung on the job ladder, and there’s a web of legal 

and social restrictions that limit their potential. Or they are confronted with a 

glass ceiling that keeps them from the most senior positions. 

Only 11 of the CEOs of the Fortune Global 500 companies are women. That’s 

less than 3 percent. Some women in the APEC region don’t have the same 

inheritance rights as men. So they can’t inherit property or businesses owned by 

their fathers. Some don’t have the power to confer citizenship on their children, 

so their families have less access to housing and education, and they must 

constantly renew residency permits making it harder for them to work. Some are 

even subject to different taxes than men. Too often they are denied access to 

credit and may even be prohibited from opening bank accounts, signing 

contracts, purchasing property, incorporating a business, or filing lawsuits 

without a male guardian. Some women earn almost as much as men before they 

have children but less afterwards and even less if they are single mothers. 

These barriers and restrictions, some formal, some informal, erode women’s 

abilities to participate fully in their economies and to support their families 

whether as employees or entrepreneurs. Now, these barriers are certainly not 

unique to this region, the Asia Pacific region. Variations of them can be found 

everywhere in the world. But because this is the most dynamic economic region 

in the world, what we do will have an impact on everywhere else. 

Some barriers are left over from a different time and haven’t changed to reflect 

new economic realities or concepts of justice. Some seek to preserve an 

economic order that ensures that men have the higher paying jobs to support 

their families. And some reflect lingering cultural norms, the belief that women 

need to be protected from work that is thought to be dangerous or unhealthy for 

them. 

In truth, what is dangerous is denying ourselves the level of economic growth we 

need to build stronger societies. And what is unhealthy is for women to be 

denied the chance to contribute fully to that growth, because that denies 

everyone, first and foremost their families, a chance at greater prosperity. 
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Now, economic orders do not perpetuate themselves. They are made and 

remade through countless decisions, small and large, by economic policymakers, 

political leaders, and business executives. So if we want to see opportunities for 

women improve, we must begin with sound economic policies that explicitly 

address the unique challenges that limit women. And here’s why: A Goldman 

Sachs report shows how a reduction in barriers to female labor force 

participation would increase America’s GDP by 9 percent. We admit we still have 

such barriers. It would increase the Eurozone’s by 13 percent – and they need it 

– and Japan’s by 16 percent. Unlocking the potential of women by narrowing the 

gender gap could lead to a 14 percent rise in per capita incomes by the year 

2020 in several APEC economies, including China, Russia, Indonesia, the 

Philippines, Vietnam, and Korea. 

Of course, rising income means increased spending, which in itself helps to fuel 

more growth. And here, too, women make a strong contribution. A Boston 

Consulting Group survey concludes that, globally, women will control $15 trillion 

in spending by the year 2014. And by 2028, BCG says women will be 

responsible for about two-thirds of consumer spending worldwide. 

Digging a little deeper into the data, we can see positive benefits that flow from 

both the quality of spending and the quantity of saving by women because 

multiple studies have shown that women spend more of their earned income on 

food, healthcare, home improvement, and schooling for themselves and their 

children. In short, they reinvest, and that kind of spending has a multiplier effect 

leading to more job growth and diversified local economies. And that, in turn, can 

help ensure better educated, healthier citizens as well as provide a cushion in 

the event of market downturns. 

The research also shows that women are stronger savers than men. Data – 

does that surprise any of the women in the audience? (Laughter.) Data from 20 

semi-industrialized countries suggest that for every one percentage point 

increase in the share of household income generated by women, aggregate 

domestic savings increased by roughly 15 basis points. And a higher savings 

rate translates into a higher tax base as well. 

Integrating women more effectively into the way businesses invest, market, and 

recruit also yields benefits in terms of profitability and corporate governance. In a 
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McKinsey survey, a third of executives reported increased profits as a result of 

investments in empowering women in emerging markets. Research also 

demonstrates a strong correlation between higher degrees of gender diversity in 

the leadership ranks of business and organizational performance. The World 

Bank finds that by eliminating discrimination against female workers and 

managers, managers could significantly increase productivity per worker by 25 

to 40 percent. Reducing barriers preventing women from working in certain 

sectors would lower the productivity gap between male and female workers by a 

third to one half across a range of countries. 

 

Now, these gains are achieved because removing barriers means that the talent 

and skills of women can be deployed more efficiently. And in our globalized 

world today, this is a competitive edge that is more important than ever. All of 

this underscores my primary point: When we liberate the economic potential of 

women, we elevate the economic performance of communities, nations, and the 

world. 

Take just one sector of our economy – agriculture – to illustrate what I mean. We 

know women play an important role in driving agriculture-led growth worldwide. 

Agriculture is a powerful engine for development, as we have seen in the 

remarkable rise of China and India. And in several APEC economies, women 

comprise nearly half of the agriculture labor force. They sustain every link in the 

agricultural chain: They plant the seeds; they care for the livestock; they harvest 

the crops; they sell them at markets; they store the food, and then they prepare it 

for consumption. 

 

But as for the role of women in agriculture nowadays, despite their presence in 

all of these kinds of jobs, they have less to show for all of their work. Women 

farmers are up to 30 percent less productive than male farmers, and that’s not 

because they are working less or are less committed. It’s because women 

farmers have access to fewer resources. They have less fertilizer, fewer tools, 

poorer quality seeds, and less access to training or to land. And they have much 

less time to farm because they also have to do most of the household work. 

When that resource gap is closed and resources are allocated equally – and 

better yet, efficiently – women and men are equally productive in agriculture. 

And that has positive benefits. In Nepal, for example, where mothers have 
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greater ownership of land because of their inheritance rights, there are fewer 

severely underweight children. 

 

So what we have here is an opportunity to accelerate growth in developing 

economies while, at the same time, producing more and cheaper food for our 

planet. Close the resource gap holding women back in developing economies, 

and we could feed 150 million more people worldwide every year, and that’s 

according to the Food and Agriculture Organization, and that’s in addition to the 

higher incomes for families and the more efficient markets and the more 

agricultural trade that would result. 

 

The same kind of impact can be seen in other sectors in our economies, 

because we know that the entrepreneurial spirit of women is strong. More than 

half a million enterprises in Indonesia and nearly 400,000 in Korea are headed 

by women. They run fully 20 percent of all of China’s small businesses. All 

across Asia, women have and continue to dominate light manufacturing sectors 

that have proved crucial to the region’s economic takeoff. And economists 

predict that women-owned businesses, which now provide for 16 percent of all 

U.S. jobs, will create nearly a third of the new jobs anticipated over the next 

seven years. 

 

So with that kind of evidence at hand, it is little wonder that the World Economic 

Forum’s Gender Gap Report finds a direct correlation between the gender gap 

and economic productivity – the lower the former, the higher the latter. As Klaus 

Schwab, the executive chairman of the World Economic Forum concludes, 

“Women and girls must be treated equally if a country is to grow and prosper.” 

The declaration we will adopt here today can begin to close that gender gap, by 

making it possible for more women to unleash their potential as workers, 

entrepreneurs, and business leaders. 

 

And the goals in this declaration are very specific. We commit to giving women 

access to capital so women entrepreneurs can turn their ideas into the small and 

medium enterprises that are the source of so much growth and job creation. We 

urge examining and reforming our legal and regulatory systems so women can 

avail themselves of the full range of financial services. And such reforms can 
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also help ensure that women are not forced to compromise on the well-being of 

their children to pursue a business career. 

We must improve women's access to markets so those who start businesses 

can keep them open. For example, we need to correct the problem of what’s 

called information asymmetric problems, meaning that woman are not informed 

about the trade and technical assistance programs that are available, as we just 

discussed in agriculture. 

There are two State Department programs that we are using to try to model a lot 

of these approaches. A program called Pathways to Prosperity connects 

policymakers and private sector leaders in 15 countries across the Americas. It’s 

aimed at helping small business owners, small farmers, craftspeople do more 

business, both locally and through regional trade. And the African Women’s 

Entrepreneurship Program reaches out to women that are part of the African 

Growth and Opportunity Act countries to provide them with information and tools 

to take advantage of what AGOA has to offer. 

 

And then finally, we must support the rise of women leaders in the public and 

private sectors because they bring firsthand knowledge and understanding of 

these challenges, and their perspectives will add great value as we shape 

policies and programs that will eliminate barriers to bring women into all 

economic sectors. 

 

Several businesses already are taking significant steps to meet such goals. 

Goldman Sachs is training the next generation of women business leaders in 

developing economies with its Ten Thousand Women campaign. Coca Cola’s 

“Five by Twenty” campaign aims to support five million women entrepreneurs 

worldwide by 2020. And just this week, Wal-Mart announced that it will use its 

purchasing power to support women entrepreneurs by doubling the amount of 

goods it will buy from women-owned businesses globally to $20 billion by 2016. 

(Applause.) In addition, Wal-Mart will invest $100 million to help women develop 

their job skills, including women who work on the farms and factories overseas 

that are Wal-Mart suppliers. 

Now, these programs are just the start of the type of permanent shift we need to 

see in how businesses worldwide invest in women. 
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Now, I do not underestimate the difficulty of ushering in what I call the 

participation age. Legal changes require political will. Cultural and behavioral 

changes require social will. All of this requires leadership by governments, civil 

society, and by the private sector. And even when countries pursue aggressive 

structural reforms to get more women into their economy and enhance their 

productivity, they don’t always produce the results that we would like to see. So 

we have to stay with this. Persistence is part of our long-term plan. 

 

And while economic orders may be hard to change, and policy strategies—no 

matter how good—can only get us so far, we all have to make a choice, not 

simply to remove the barriers but to really fill this field with active investment and 

involvement from all of us. Those of you who are here today are leaders from 

across the APEC region, and it is your choice to come here, it is your choice to 

focus on women and the economy that will send a message rippling across 

APEC. And the countless decisions that will be taken by leaders and citizens to 

encourage young girls to stay in school, to acquire skills, to talk to that banker, to 

understand what it means to give a loan to a woman who will work her heart out 

to produce a result for herself and her children. And when we do that, we are 

going to really make a big difference in helping elevate the age of participation 

for women. 

And there are many other areas we have to be attentive to. Our medical 

research dollars need to be sure that we are equally investing in women as men. 

Our tax systems have to ensure that we don’t either deliberately or inadvertently 

discriminate against women. And women should be given the same 

opportunities to be productive and contributing members of society. 

But big and bold ideas, I think are called for in our world today, because a lot of 

what we’re doing is not achieving the outcomes that we are seeking. There is a 

stimulative and ripple effect that kicks in when women have greater access to 

jobs and the economic fortunes of their families, their communities, and their 

countries. Many people say that there are all kinds of benefits that will flow from 

this, but I want to be somewhat modest in our goals. Yes, I do think it will 

produce more food and more educational opportunity and more financial stability 
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for more families around the world, and that will have dividends across the full 

spectrum of society. 

But our declaration will be meaningless if we don’t put our will and effort behind it. 

I think this summit just might make the history books if people look back in years 

to come and say, that meeting in San Francisco with all of those important 

people from across the Asia Pacific said something that had never been said 

before. They didn’t just assert that involving women was the good thing to do or 

the right thing to do. They put their heads together and came up with a 

declaration committing themselves to really tackle the obstacles, because it will 

benefit the people we all represent. 

And then we need to measure our progress to be sure that we are tracking what 

we care about. We obviously do that in our own lives, but it’s important we do it 

across our countries and our regions. And I am sure that if we leave this summit 

and go back to our governments and our businesses and focus on how we’re 

going to improve employment, bring down national debts, create greater trade 

between us, tackling all of that, and always in the back of our mind keep in focus 

what more can we do to make sure women contribute to those results, we will 

see progress and we will be in the lead at not only asserting what we think 

should be done, but in measuring and tracking how well we are doing. 

So I thank you for gathering here in San Francisco, mindful that we’re on a long 

journey together. I look out and I see friends from across the region representing 

countries that have been so amazing in the progress that you have made in the 

last 50 years, even in the last 30 years. It will take time. It will take our concerted 

effort. But I am convinced that if we come into pursuing the promise of this 

participation age and unleashing and harnessing the economic potential of 

women, we will see a new and better future. 

That is why I am honored to be here representing the people of the United 

States, bearing witness to what begins right here in San Francisco, on 

September 16th, 2011. This is the beginning of a very promising future for us all. 

Thank you very much. (Applause.) 

 


